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先進地事務調査の視点（Park-PFI の課題）について 

 

１ 事業計画の精度 

Park-PFI は公共施設の整備を民間事業者に委託する仕組みであるが、事

業計画の精度が低い場合、予算やスケジュールの遅れ、コストオーバーラン

が発生するリスクがある。特に長期にわたる事業なので、初期段階での見積

もりが不正確だと、後々の運営に影響を及ぼす。 

 

２ 投資回収の不確実性 

公共施設の場合、収益モデルが不確実であることが多いため、民間事業 

者が投資回収を見込むのが難しく、特に、収益性が低い施設（例：スポーツ

施設や公園など）の場合、投資家が十分な利益を見込めない可能性がある。 

 

３ 民間事業者の選定と管理 

適切な民間事業者を選定するためのプロセスが重要であるが、競争が不十

分であったり、選定基準が曖昧であったりすると、事業の品質やコストに悪

影響を与えることがある。また、運営段階でも民間事業者が契約通りに運営

を行わない場合の監視が重要である。 

 

４ 長期的な契約関係のリスク 

Park-PFI では、長期にわたる契約関係が築かれるため、経済状況の変化

や法規制の改正、技術革新など、環境の変化に柔軟に対応することが求め

られる。契約締結時に想定していなかった事態に対応できない場合、事業

が不安定になる恐れがある。 

 

５ 公共の利益と民間の利益のバランス 

民間事業者は利益を追求する一方で、公共性の高い施設であるため、公共

の利益も重視しなければならない。このバランスが崩れると、民間事業者が

効率化を優先し、公共の利便性や社会的な責任を軽視するリスクがある。 

 

６ 住民の理解と協力 

公共施設の運営に民間事業者が関与することに対する住民の理解が十分     

でない場合、地域住民との摩擦が生じることがある。事業が地域に与える影

響や利便性に対する住民の関心をうまく取り込むことが必要である。 

 

７ インフラ整備の負担 

Park-PFI 事業では、最初のインフラ整備において民間事業者が大きな負    

担を強いられることがある。特に初期投資が大きい場合、民間事業者はその

回収に時間がかかり、場合によっては運営の安定性に影響を与えることがあ
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る。 

 

これらの課題を解決するためには、事業の透明性を高め、民間と公共の協力 

体制を強化し、柔軟で適切な契約の管理を行うことが重要である。 

また、事業が進行する中で定期的な評価や修正を行うことも欠かせない。 
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